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会 社 名 株式会社ネクスト
本　　社 盛岡市菜園1丁目4-10 第二産業会館2階
電　　話 019-625-2383
代 表 者 滝浦 輝雄

「ソフトウェア開発企業ビジネスマッチング交流
会」への参加ほか、支援制度を活用し首都圏の
企業へ社員を派遣、業務委託やソフト開発技術
者の人材育成に繋げている

創　　業 昭和63年（1988）11月
従 業 員 59名
業　　種 ソフトウェア開発、情報処理サービス、一般労働者派遣事業
U　R　L http://www.next-ltd.jp/index.html

コンピュータ時代の到来を確信
ソフトウェア開発・提供会社

　次 に々技術が開発され、歴史が塗り
替えられていくコンピュータ産業。日本
はおろか世界も巻き込むそんな開発
競争に身を置き、創業から27年を数え
る企業が盛岡市にある。
　「この業界で技術を守るのは宝の
持ち腐れ。技術転換に力を注ぎなが
ら、次代を見越す目が必要です」。
　そう話す滝浦輝雄社長は、いち早く
コンピュータ時代の到来を確信し東京
のソフトウェア企業で技術を磨いた人
物だ。昭和63年、ソフトウェア開発を軸
にシステムサービスを提供するネクスト
を盛岡市に設立した。

　地方でコンピュータビジネスを展開
する。それを滝浦社長は「どういうジャ
ンルに絞るかが大事」と振り返る。パソ
コンという言葉すら一般的ではなかっ
た時代、同社では金融や行政システム
にターゲットを絞りソフトウェア開発に注
力、２年後には大型行政システムの開
発に携わる。それは約３年にも及んだ
ビッグプロジェクトであり、「大きなシステ
ム作りなどの業務ノウハウを長期的に
向上させていくことができた」と滝浦社
長。その一方で東京や仙台からのシ
ステム開発受注も開始し、「外」の動き
を注視し続けた。
　「東京のマーケットは、地方の数十
倍にものぼる。こちらに呼び込む意味
でも、東京の仕事はやっていかなくて

IT時代を目前に控えた昭和63年に創立、ソフトウェア開発に邁進し
てきた株式会社ネクスト。常に「次」を意識し業務を展開、事業を拡大
してきた滝浦輝雄社長の、岩手そしてIT業界への思いを伺った。

1システム営業部、第一シス
テム技術部、第二システム技
術部、総務部という体制。シ
ステム営業部は北東北３県を
エリアとする本社営業グルー
プと、東京営業所、仙台営業
所に分かれ、第二システム技
術部は関東受注グループと
仙台受注グループに分かれ
ている。
23受注スタイルは多様。自
社開発ルームでのソフトウェ
ア開発ほか、顧客先にネクス
トの社員によるチームを結成
する常駐ソフト開発も行う。
技術者派遣によるシステムエ
ンジニアサービス、ネットワー
クエンジニアサービス、情報
処理サービスの案件も多い。
45社内ミーティングは業務
内容の共有には必須。４月か
らスタートした車載ソフト検
証業務には７人が派遣されて
おり、以降も地元での新規雇
用を目指している。
6総務スタッフは３名。経理や
人事ほかCSR事務局も設置、
企業コンプライアンスやリス
クマネジメントの徹底等、顧
客からの信頼を得ている。
7業務内容図

技アリ！ポイント

はならない」。
　外を見るとは、市場のみならず国の
政策や世界の動きに通じることでもあ
る。日進月歩の業界では、情報収集も
また戦略の大きな鍵となる。

業務系から組み込み系アプリへ
業界の地位向上へも挑み続ける

　平成に入るとコンピュータ産業は加
速、情報通信時代に突入する。同社
でも平成10年に携帯電話分野へ参
入、同13年からはカーナビゲーション
のシステム開発もスタートした。これま
で培ってきた行政や金融機関の会計
システム等の業務系から、「組み込み
系アプリ」と呼ばれる新ジャンルへの

参入である。得られるノウハウも飛躍
的に増え、カーナビゲーション事業で
は全国に先駆けて電話番号による検
索システムを開発。２年半に及ぶデー
タ入力業務も経験し、「人事管理ノウ
ハウを得られた」と滝浦社長は言う。
これを契機に、モバイル系であるｉＯＳ
やＡｎｄｒｏｉｄの各種アプリケーション開
発などへも事業は拡大していった。
　積極的に業務を展開しつつ、あくま
でも軸足は岩手に置く同社。「帰郷し
てから岩手がさらに好きになった」と笑
う滝浦社長は、一方で地方で仕事を
する厳しさも痛感している。「取引単価
が低いという理由で、東京からニアショ
アが行われる。同じ日本でありながら寂
しいし、生活設計が厳しければ優秀な

人材を集めるのも地方では難しくな
る」。状況を打破するため、滝浦社長
は県や市とともに企業誘致にも取り組
む。新企業の相場に準じて、県内単価
を「正常」に戻したいと考えるからだ。
　今年４月、自動車部品の組み込みソ
フトウェア開発大手のアイシン・コムク
ルーズ（名古屋市）は盛岡を拠点に車
載用ソフトの検証業務を開始。1つの
プロジェクトを担っている。今後は、本
格的なIOT時代を迎えあらゆるものが
インターネットに繋がる。
　「業務とクラウドサービスをあわせて
提供することで人と業務の新しいつな
がりを提案したいと考えております。」
その夢は、県内IT業界の未来にも通
じている。

企 業 デ ー タSEやプログラマーは常に人材不足。IT業界への就職を希望する学生や優秀な技術者が、ここ岩手で
仕事ができるように給与体系を整えるのが私たちの使命。そのためにも技術力の向上に努めていき
ます。

いわての仕事録
わざ

［いわて産業振興センター活用事例］

技術・ノウハウの共有と蓄積

常駐ソフト開発
開発場所：顧客

システム
エンジニアサービス

作業場所：顧客

ネットワーク
エンジニアサービス

作業場所：顧客

情報処理サービス
作業場所：自社

ソフトウェア開発
［組込系+業務系］

開発場所：自社

持帰ソフト開発
開発場所：自社

企業の成長を左右するのは「人」。積極的な人材育成
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